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● 現在の研究について 

 

〇 脳血管障害、神経変性疾患（パーキンソン病、

小脳変性症ほか）が原因で、話し言葉が不明瞭、

不自然になったり、さらに言葉を思い出したり、

表現することが難しくなる場合があります。 

こうした症状の検査法、リハビリテーションの

方法について研究しています。 

 

〇 現在は、特に小脳系の疾患に起因する話し言 

葉の困難を中心に、運動障害の性質の解析、発 

話明瞭度を改善するための働きかけについて 

研究を進めています。 

  

〇 また近年、小脳を含む神経系の障害では、運 

動障害だけでなく、言語・認知機能にも障害が

出現する可能性が指摘されるようになりまし

た。言語機能と、言語機能を支える認知機能の

障害の性質を、行動面の分析および脳機能画像

法（ファンクショナル MRI）や光トポグラフィ

ーのような生理学的方法を用いて分析してい

ます。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

 

➀ 話し言葉の症状と、その背後にある運動障

害の性質の解明をすすめ、適切な臨床的検査

法を検討します。 

 具体的には、発語器官の連続運動時の動態 

 

 

 

 

を動作解析、音響分析の手法を用いて分析し、 

運動の問題が起こるメカニズムを調べてい 

ます。また、言葉の明瞭さの低下の原因とな 

っている個々の発音の誤りの特徴を簡便に 

調べる検査法を試作しました。 

 

 ➁ リハビリテーション・支援における妥当な 

目標設定の基準や、最大限の効果を得るため 

の方略を検討し、話し言葉のリハビリテーシ 

ョンを実施する際のガイドラインの確立に役 

立てていきます。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 

➀ 発音の困難を感じておられる方（小児・成 
人）や，家族、関係者の方には、附属診療所
等を通して、直接、相談をお受けしたり、必
要に応じてリハビリのお手伝いをしています。 

 
➁ 医療福祉施設、学校などの専門職の方とも 
利用者の方々の困難の支援に向けて、連携さ 
せて頂ければと思います。 

 

 

● これまでの連携実績 

 

○言語障害通級学級担当者研修 

○福祉施設専門スタッフへの助言 

○看護研究支援 

○検査・訓練装置開発に関する共同研究 など 


